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平成30年 3月定例会

4月8日おむすびくらぶ主催の婚活イベントを盛り上げる「宮路獅子舞」。
子ども達が舞う姿に拍手喝采。

岩峅寺駅前　「宮路獅子舞」



条例の制定

平成 30年度予算　主な予算

条例の一部改正

そのほかの議案

平成 30 年度一般会計予算額
108 億 1,100 万円

平成 30 年度一般会計予算額
108 億 1,100 万円

（平成 29 年度一般会計補正予算は 1 億 2,497 万円追加し
総額 122 億 377 万円に）

（平成 29 年度一般会計補正予算は 1 億 2,497 万円追加し
総額 122 億 377 万円に）

　
平
成
30
年
３
月
定
例
会
は
、３
月
６
日
か
ら
23
日
ま
で
の
18
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、補

正
予
算
５
件
、平
成
30
年
度
予
算
８
件
、条
例
の
制
定
２
件
、条
例
の一
部
改
正
16
件
、協
議

事
項
１
件
、規
約
の
変
更
１
件
、町
道
路
線
の
認
定
・
変
更
１
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
11
件

契
約
の
変
更
１
件
、協
定
の
変
更
１
件
、大
字
・
字
の
区
域
変
更
及
び
廃
止
１
件
の
合
計
48
件

の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一般
質
問
で
は
、10
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つい
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
と
答
弁
の
要
約
は
、7
ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
で
す
）

　
会
議
録
は
、５
月
中
に
図
書
館
及
び
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○立山町浄化槽設置及び管理に関する条例…大型公共事業である下水
道事業について見直し、立山町が浄化槽を設置及び維持管理し、その
使用料等を徴収する浄化槽市町村整備推進事業に取り組むもの。

○立山町増田道成・フサエ夫妻奨学基金条例…増田道成・フサエ夫妻か
らの篤志によるご寄付を奨学基金として積み立てるもの。

○立山町特別会計設置条例 ○立山町個人情報保護条例
○立山町手数料条例 ○立山町環境保全基金条例 ○立山町都市公園条例
○立山町企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化
　のための固定資産税課税免除に関する条例
○立山町就学支援補助条例 ○立山町立保育所設置条例
○立山町地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例
○立山町国民健康保険条例 ○立山町国民健康保険税条例　
○立山町後期高齢者医療に関する条例 ○立山町遺児福祉金条例　
○立山町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等
　に関する条例 ○立山町各種委員会委員等の報酬及び費用弁償支給条例

○公の施設の他の団体の利用に関する協議
○富山地区広域圏事務組合規約の変更
○（仮称）まちなかファーム建設建築主体工事請負契約の変更
○町道女川新浦田線道路改良事業に伴う富山地方鉄道立山線寺田

～稚子塚間の踏切拡幅工事の施工協定の変更

町道日中田添線町道日中田添線

　富山県が作成している火山ハザードマップの完
成を受け、平成30年度に弥陀ヶ原火山防災避難
計画を作成する。

弥陀ヶ原火山防災避難計画を策定　460万円

地獄谷

　大規模地震等の災害発生時に、行政
自らも被災した場合であっても、優先
業務を一定水準確保し、早期復旧でき
るよう事前に備えることを目的として
「業務継続計画」を策定する。

業務継続計画を策定　540万円

非常時優先業務のイメージ

防災無線親局

　防災行政無線の整備から10年が経過し、経年劣化
による故障も発生していることから、親局を更新す
るとともに子局の音量計測等の調査を実施する。

老朽化した防災行政無線親局
の機器更新　4,400万円

下利田大石原線

　町道坂井沢白岩線や日中田添線の歩道整備、野
町幅下線や下利田大石原線等において、通学路の
カラー舗装を行う。また、立山駅前ロータリーで
は、周辺景観に調和する無電柱化に取り組むなど
16路線の整備を予定している。

道路・生活基盤施設整備　1億3,797万円
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平成29年度補正予算（平成30年3月）主な予算

五色ヶ原の写真

埋設型の消火栓

委
員
会
の
審
議

委
員
会
の
審
議

委
員
会
の
審
議

町
議
会
で
は
、
2
部
門
の
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
提
出
議
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

総務教育常任委員会

増田道成・フサエ夫妻奨学金
一定の収入・成績基準を設定

　総

務

課

Q  

立
山
山
岳
地
域
携
帯

電
話
不
感
地
帯
解
消
は

ど
の
地
域
か
。

A  

対
象
と
す
る
エ
リ
ア

は
、一
の
越
か
ら
五
色
ヶ

原
を
想
定
し
て
い
る
。

Q  

防
災
行
政
無
線
の
聞

き
漏
ら
し
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
先
は
。

A  

自
動
オ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
に
よ
り
、24
時
間
以
内

の
内
容
が
確
認
で
き
る
。

（
問
い
合
わ
せ
先

℡
４
６
２
|
０
０
９
７
）

　
ま
た
、災
害
発
生
時
に

は
区
長
へ
の
電
話
連
絡
や

広
報
車
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

等
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

Q  

町
職
員
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
へ
の
対

応
は
。

A  

産
業
医
が
判
定
結
果

を
確
認
し
、必
要
な
職
員

の
面
談
や
専
門
医
の
受
診

を
勧
め
て
い
る
。

　教

育

課

Q  

不
登
校
や
い
じ
め
へ

の
対
策
は
。

A  

生
徒
指
導
主
任
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
指
導
員
等

心
の
教
育
に
対
応
で
き
る

教
師
を
中
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、ス
タ
デ
ィ
メ
イ

ト
の
増
員
配
置
を
す
る
予

定
で
あ
る
。

Q  

立
山
町
増
田
道
成・

フ
サ
エ
夫
妻
奨
学
金
基
金

の
給
付
条
件
は
。

A  

寄
付
者
の
要
望
で

生
活
保
護
世
帯
に
準
じ
た

大
学
生
が
対
象
と
な
る
。

　
ま
た
、海
外
留
学
を
目

指
す
大
学
生
に
も
一
定
の

収
入
基
準
や
成
績
基
準
を

設
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　企
画
政
策
課

Q  

ふ
る
さ
と
納
税
が
前

年
比
４
５
０
万
円
増
え
て

い
る
根
拠
は
。

A  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
を
１
か
ら
３
サ
イ
ト

に
増
や
し
た
こ
と
や
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

企
業
協
力
が
主
な
要
因
で

あ
る
。

Q  

環
境
省
か
ら
の
外
部

専
門
家
と
は
。

A  

町
の
公
共
施
設
の
省

エ
ネ
化
に
向
け
、環
境
省

の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
に
応
募
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
技
術
面
か
ら
更
に
省
エ

ネ
を
進
め
る
た
め
、環
境

省
が
選
定
し
た
専
門
家
が

派
遣
さ
れ
る
。

　税

務

課

Q  

課
税
徴
収
専
門
員
の

実
績
は
。

A  

こ
こ
数
年
、年
間
７

０
０
万
円
か
ら
８
０
０
万

円
の
実
績
が
あ
り
、費
用

対
効
果
は
高
い
。

　消
防
本
部

Q  

北
陸
自
動
車
道
の
救

急
業
務
委
託
金
に
関
し
て

の
救
急
業
務
範
囲
は
。

A  

滑
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
流
杉
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
あ

る
。

Q  

消
火
栓
の
設
置
は
。

A  

地
区
要
望
や
新
規
要

望
に
よ
り
毎
年
２
ヶ
所
程

度
と
し
て
い
る
。

　議
会
事
務
局

Q  

議
会
広
報
の
印
刷
製

本
費
に
つ
い
て
。

A  

議
会
広
報
特
別
委
員

会
と
協
議
し
、予
算
の
範
囲

内
で
内
容
の
充
実
を
図
る
。

　増田道成・フサエ夫妻からの篤志によるご寄付
を奨学金として積み立て、勉学に意欲のある優れ
た学生等に対し奨学資金を給付する事業（奨学金
給付事業）を行う。

増田道成・フサエ夫妻奨学基金
積立金 6,500万円

申請書様式

　観光客の利便性向上、地域経済活性化のため、飲
食料品小売店等を対象にクレジット決済、電子マネー
決済に対応する端末の導入を支援するもの。

インバウンド等電子決済環境整備補助金 320万円

　平成30年4月に立山町立小学校およ
び中学校に入学される児童・生徒がいる
家庭で、経済的な理由により入学用品の
購入に対して新入学準備金を支給するも
の。

小・中学校就学援助事業 118万円

　国の第1号補正予算（地方創生拠点整備交付金）を活用
し、立山町営上東体育館内に、搾汁からビン詰めまでを行
えるジュース製造施設を整備するもの。

ぎゅっと。立山フルーツFive-Star Studio
整備事業　8,100万円

立山町営上東体育館
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で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

Q  

町
職
員
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
へ
の
対

応
は
。

A  

産
業
医
が
判
定
結
果

を
確
認
し
、必
要
な
職
員

の
面
談
や
専
門
医
の
受
診

を
勧
め
て
い
る
。

　教

育

課

Q  
不
登
校
や
い
じ
め
へ

の
対
策
は
。

A  
生
徒
指
導
主
任
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
指
導
員
等

心
の
教
育
に
対
応
で
き
る

教
師
を
中
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、ス
タ
デ
ィ
メ
イ

ト
の
増
員
配
置
を
す
る
予

定
で
あ
る
。

Q  

立
山
町
増
田
道
成・

フ
サ
エ
夫
妻
奨
学
金
基
金

の
給
付
条
件
は
。

A  

寄
付
者
の
要
望
で

生
活
保
護
世
帯
に
準
じ
た

大
学
生
が
対
象
と
な
る
。

　
ま
た
、海
外
留
学
を
目

指
す
大
学
生
に
も
一
定
の

収
入
基
準
や
成
績
基
準
を

設
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　企
画
政
策
課

Q  

ふ
る
さ
と
納
税
が
前

年
比
４
５
０
万
円
増
え
て

い
る
根
拠
は
。

A  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
を
１
か
ら
３
サ
イ
ト

に
増
や
し
た
こ
と
や
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

企
業
協
力
が
主
な
要
因
で

あ
る
。

Q  

環
境
省
か
ら
の
外
部

専
門
家
と
は
。

A  

町
の
公
共
施
設
の
省

エ
ネ
化
に
向
け
、環
境
省

の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
に
応
募
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
技
術
面
か
ら
更
に
省
エ

ネ
を
進
め
る
た
め
、環
境

省
が
選
定
し
た
専
門
家
が

派
遣
さ
れ
る
。

　税

務

課

Q  

課
税
徴
収
専
門
員
の

実
績
は
。

A  

こ
こ
数
年
、年
間
７

０
０
万
円
か
ら
８
０
０
万

円
の
実
績
が
あ
り
、費
用

対
効
果
は
高
い
。

　消
防
本
部

Q  

北
陸
自
動
車
道
の
救

急
業
務
委
託
金
に
関
し
て

の
救
急
業
務
範
囲
は
。

A  

滑
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
流
杉
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
あ

る
。

Q  

消
火
栓
の
設
置
は
。

A  

地
区
要
望
や
新
規
要

望
に
よ
り
毎
年
２
ヶ
所
程

度
と
し
て
い
る
。

　議
会
事
務
局

Q  

議
会
広
報
の
印
刷
製

本
費
に
つ
い
て
。

A  

議
会
広
報
特
別
委
員

会
と
協
議
し
、予
算
の
範
囲

内
で
内
容
の
充
実
を
図
る
。

　増田道成・フサエ夫妻からの篤志によるご寄付
を奨学金として積み立て、勉学に意欲のある優れ
た学生等に対し奨学資金を給付する事業（奨学金
給付事業）を行う。

増田道成・フサエ夫妻奨学基金
積立金 6,500万円

申請書様式

　観光客の利便性向上、地域経済活性化のため、飲
食料品小売店等を対象にクレジット決済、電子マネー
決済に対応する端末の導入を支援するもの。

インバウンド等電子決済環境整備補助金 320万円

　平成30年4月に立山町立小学校およ
び中学校に入学される児童・生徒がいる
家庭で、経済的な理由により入学用品の
購入に対して新入学準備金を支給するも
の。

小・中学校就学援助事業 118万円

　国の第1号補正予算（地方創生拠点整備交付金）を活用
し、立山町営上東体育館内に、搾汁からビン詰めまでを行
えるジュース製造施設を整備するもの。

ぎゅっと。立山フルーツFive-Star Studio
整備事業　8,100万円

立山町営上東体育館
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＊
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

＊
中
山
間
地
域
の
振
興
に

つ
い
て

＊
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

＊
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

・
弥
陀
ヶ
原
火
山
の
安
全

対
策
は

・
住
民
の
命
を
守
る
避
難

所
の
整
備
は

そ
の
他
の
質
問

まちなかファーム

放牧中の羊

米粉パン製造の様子

宮路東交差点

立山小学校

平井久秋 議員

佐 藤 康 弘 議員

産業厚生常任委員会

4月30日グランドオープン
「まちなかファーム」でにぎわいづくりを

　健
康
福
祉
課

Q  

が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
の
た
め
の
課
題
と
対

応
策
は
。

A  

町
の
受
診
率
は
、国

が
掲
げ
る
目
標
値
50
％
に

達
し
て
い
な
い
一
因
に
新

規
受
診
者
数
の
伸
び
悩
み

が
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
よ
り「
健

康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
」

を
設
け
、受
診
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

Q  

平
成
30
年
度
の
保
育

所
入
所
見
込
み
と
施
設
の

幼
児
１
人
当
た
り
の
保
育

面
積
は
、国
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
の
か
。

A  

保
護
者
の
希
望
に
沿

う
よ
う
入
所
調
整
を
行
っ

て
い
る
。

　
保
育
所
は
年
齢
に
応
じ

た
１
人
当
た
り
の
面
積
基

準
等
が
国
か
ら
示
さ
れ
て

お
り
、基
準
は
守
り
つ
つ

入
所
を
決
定
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
は
す
ぐ
に

も
放
牧
で
き
る
生
後
１
年

目
の
成
獣
を
購
入
す
る
予

定
で
、職
員
と
し
て
も
飼

育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
を
学
び

効
果
を
検
証
し
て
い
き
た

い
。　水

道

課

Q  

農
家
の
育
苗
の
時
期

は
、苗
代
用
な
ど
、水
道
と

下
水
道
は
直
結
し
て
な
い

が
下
水
道
料
金
が
発
生
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
。

A  

希
望
者
に
育
苗
期
間

の
み
苗
代
用
の
メ
ー
タ
ー

を
契
約
し
て
も
ら
い
、家

庭
用
と
は
別
に
苗
代
用
の

水
道
利
用
料
を
測
っ
て
対

応
し
て
い
る
。

　住

民

課

Q  

ナ
ビ
オ
の
閉
店
に
伴

い
、買
い
物
バ
ス
の
運
行

も
な
く
な
る
が
、利
用
者

に
と
っ
て
影
響
が
大
き
い
。

　
町
営
バ
ス
運
行
で
の
対

応
は
と
れ
な
い
の
か
。

A  

町
営
バ
ス
の
時
刻
表

を
３
月
17
日
に
改
訂
し
た

ば
か
り
で
あ
り
、時
刻
表

を
変
更
す
る
に
は
、公
共

交
通
会
議
の
協
議
が
必
要

で
あ
る
。

　建

設

課

Q  

春
先
は
、気
温
や
風

の
影
響
で
消
雪
施
設
に
誤

作
動
が
あ
る
が
。

A  

11
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
始
業
前
点
検
を

行
い
、降
雪
期
も
消
雪
施

設
に
不
具
合
等
が
発
生
し

地
域
住
民
か
ら
連
絡
等
を

受
け
た
際
は
速
や
か
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

　
春
先
の
誤
作
動
に
つ
い

て
も
対
応
し
て
い
く
。

Q  

町
の
企
業
誘
致
の
現

況
と
見
透
し
は
。

A  

進
捗
率
は
、
立
山
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
が

88
％
、
塚
越
地
区
企
業
団

地
が
51
％
、
立
山
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
用
地
も
問
い

合
わ
せ
は
あ
る
が
、
農
地

転
用
等
の
許
可
手
続
き
に

時
間
が
か
か
る
状
況
で
あ

る
。

　
引
き
続
き
町
の
企
業
立

地
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

し
、
誘
致
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　農

林

課

Q  

耕
作
放
棄
地
の
雑
草

管
理
に
羊
を
放
牧
し
て
い

る
が
、1
年
目
で
羊
肉
に

し
て
次
の
羊
を
購
入
す
る

よ
り
数
年
飼
育
し
、繁
殖

を
試
み
た
方
が
経
済
的
で

は
な
い
か
。

A  

事
業
の
目
的
は
、除
草

対
策
や
害
獣
対
策
で
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
は
、年
度

途
中
に
生
後
半
年
の
子
羊

を
購
入
し
た
が
飼
育
が
難

し
く
、効
果
も
確
認
で
き

て
い
な
い
。

　商
工
観
光
課

Q  

地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
た「
ま
ち
の

ど
真
ん
中
で
活
力
創
出
人

材
育
成
事
業
」や「
ま
ち
な

か
フ
ァ
ー
ム
運
営
事
業
」

に
つ
い
て
。

A  

桜
美
林
大
学
の
学
生

の
提
案
に
よ
る
特
産
品
の

販
売
や
地
場
産
の
ジ
ェ

ラ
ー
ト
・
ス
ム
ー
ジ
ー
の

Ｐ
Ｒ
企
画
、姉
妹
都
市
犬

山
市
の
特
別
企
画「
か
ら

く
り
人
形
実
演
」な
ど
を

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
で
行

う
。

　
施
設
で
は
、米
粉
パ
ン

を
製
造
・
販
売
す
る
ほ
か

地
場
産
の
果
物
を
使
っ
た

ジ
ュ
ー
ス
等
、立
山
ブ
ラ

ン
ド
商
品
な
ど
を
販
売
予

定
で
あ
る
。

議
員
　
立
山
町
で
も
扶
助

費
が
増
え
て
い
る
。

　
経
常
収
支
比
率
は
平
成

28
年
度
で
91
．6
％
と
な
っ

て
お
り
、公
債
費
も
数
年

は
高
止
ま
り
傾
向
で
あ
る
。

　
ま
た
、地
方
創
生
交
付

金
事
業
を
多
く
行
っ
て
き

た
が
、や
る
気
と
ア
イ

デ
ィ
ア
の
あ
る
自
治
体
が

よ
り
力
を
発
揮
し
、魅
力

あ
る
町
づ
く
り
と
な
る
。

　
町
の
舵
と
り
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

町
長
　
高
齢
化
に
よ
り
増

大
す
る
医
療
や
介
護
を
支

え
る
た
め
、義
務
的
経
費

議
員
　
立
山
小
学
校
区
に

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」は

な
い
が
、今
後
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
課
長
　「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
」の
設
置
は
、国

県
の
補
助
金
交
付
を
受
け

運
営
し
て
い
る
。

　
利
用
児
童
数
の
少
な
い

場
合
は
国
、県
の
基
準
に

よ
り
運
営
補
助
金
が
大
幅

に
減
額
さ
れ
、充
分
な
運

営
費
が
確
保
で
き
な
い
。

　
立
山
小
学
校
に
お
い
て

は
現
在
あ
る「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」を
充
実
し
時

間
延
長
に
つ
い
て
も
保
護

者
の
要
望
を
聞
い
た
上
で

ス
タ
ッ
フ
確
保
や
施
設
管

議
員
　
県
道
富
山
立
山
公

園
線
に
恒
久
柵
の
設
置
は

な
ら
な
い
の
か
。

＊
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

＊
防
火
水
槽
に
つ
い
て

＊
道
徳
教
育
に
つ
い
て

＊
優
良
農
地
確
保
に
つ
い

て
＊
横
江
以
南
の
道
路
拡
幅

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

の
負
担
が
で
き
る
よ
う
財

政
力
を
維
持
し
、将
来
の

住
民
に
何
が
必
要
か
、事

業
の
取
捨
選
択
を
決
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
人
口
に
見
合
っ
た
公
共

施
設
の
延
べ
面
積
に
な
る

よ
う
進
め
て
い
く
が
、地

域
に
あ
る
歴
史
や
文
化
を

活
か
し
な
が
ら
、施
設
の

集
約
化
・
複
合
化
に
よ
っ

て
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
以
上

に
共
助
・
地
域
の
力
に
よ

り「
人
が
住
み
続
け
た
い
。

移
住
し
た
い
。」と
思
え
る

町
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
中
で
も
米
粉
パ
ン
工
場

に
ス
ム
ー
ジ
ー
等
の
コ
ー

ナ
ー
を
併
設
し
た「
ま
ち

な
か
フ
ァ
ー
ム
」が
こ
の

４
月
に
完
成
す
る
。

　
社
会
的
弱
者
に
な
っ
て

も
、安
心
し
て
暮
ら
し
て

町
政
運
営

四
期
目
の
施
策
推
進
・
意
気
込
み
を

普
通
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
を

維
持
す
る
こ
と
が
重
要

教

　育

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
設
置
を

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
充
実

い
け
る
よ
う
に
努
め
る
こ

と
が
行
政
の
役
割
だ
と
考

え
る
。

理
を
併
せ
対
応
を
検
討
す

る
。

町
長
　
町
は
、立
山
、東
谷

上
段
地
区
を
中
心
に
電
気

柵
と
檻
を
併
用
し
た
有
害

鳥
獣
対
策
を
実
施
し
て
き

た
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
山
際

か
ら
の
出
没
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
た
、恒
久
侵

入
防
止
柵
を
し
て
い
る
。

　
農
林
水
産
省
の
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
交
付
金
を
活

用
す
る
事
業
で
あ
り
、集

落
等
が
事
業
主
体
に
な
る

こ
と
か
ら
、今
後
、要
望
が

あ
れ
ば
対
応
を
検
討
す
る
。

富山立山公園線

恒久柵の設置を

要望があれば対応を検討
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＊
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

＊
中
山
間
地
域
の
振
興
に

つ
い
て

＊
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

＊
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

・
弥
陀
ヶ
原
火
山
の
安
全

対
策
は

・
住
民
の
命
を
守
る
避
難

所
の
整
備
は

そ
の
他
の
質
問

まちなかファーム

放牧中の羊

米粉パン製造の様子

宮路東交差点

立山小学校

平井 久 秋 議員

佐 藤 康 弘 議員

産業厚生常任委員会

4月30日グランドオープン
「まちなかファーム」でにぎわいづくりを

　健
康
福
祉
課

Q  

が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
の
た
め
の
課
題
と
対

応
策
は
。

A  

町
の
受
診
率
は
、国

が
掲
げ
る
目
標
値
50
％
に

達
し
て
い
な
い
一
因
に
新

規
受
診
者
数
の
伸
び
悩
み

が
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
よ
り「
健

康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
」

を
設
け
、受
診
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

Q  

平
成
30
年
度
の
保
育

所
入
所
見
込
み
と
施
設
の

幼
児
１
人
当
た
り
の
保
育

面
積
は
、国
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
の
か
。

A  

保
護
者
の
希
望
に
沿

う
よ
う
入
所
調
整
を
行
っ

て
い
る
。

　
保
育
所
は
年
齢
に
応
じ

た
１
人
当
た
り
の
面
積
基

準
等
が
国
か
ら
示
さ
れ
て

お
り
、基
準
は
守
り
つ
つ

入
所
を
決
定
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
は
す
ぐ
に

も
放
牧
で
き
る
生
後
１
年

目
の
成
獣
を
購
入
す
る
予

定
で
、職
員
と
し
て
も
飼

育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
を
学
び

効
果
を
検
証
し
て
い
き
た

い
。　水

道

課

Q  

農
家
の
育
苗
の
時
期

は
、苗
代
用
な
ど
、水
道
と

下
水
道
は
直
結
し
て
な
い

が
下
水
道
料
金
が
発
生
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
。

A  

希
望
者
に
育
苗
期
間

の
み
苗
代
用
の
メ
ー
タ
ー

を
契
約
し
て
も
ら
い
、家

庭
用
と
は
別
に
苗
代
用
の

水
道
利
用
料
を
測
っ
て
対

応
し
て
い
る
。

　住

民

課

Q  

ナ
ビ
オ
の
閉
店
に
伴

い
、買
い
物
バ
ス
の
運
行

も
な
く
な
る
が
、利
用
者

に
と
っ
て
影
響
が
大
き
い
。

　
町
営
バ
ス
運
行
で
の
対

応
は
と
れ
な
い
の
か
。

A  

町
営
バ
ス
の
時
刻
表

を
３
月
17
日
に
改
訂
し
た

ば
か
り
で
あ
り
、時
刻
表

を
変
更
す
る
に
は
、公
共

交
通
会
議
の
協
議
が
必
要

で
あ
る
。

　建

設

課

Q  

春
先
は
、気
温
や
風

の
影
響
で
消
雪
施
設
に
誤

作
動
が
あ
る
が
。

A  

11
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
始
業
前
点
検
を

行
い
、降
雪
期
も
消
雪
施

設
に
不
具
合
等
が
発
生
し

地
域
住
民
か
ら
連
絡
等
を

受
け
た
際
は
速
や
か
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

　
春
先
の
誤
作
動
に
つ
い

て
も
対
応
し
て
い
く
。

Q  

町
の
企
業
誘
致
の
現

況
と
見
透
し
は
。

A  

進
捗
率
は
、
立
山
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
が

88
％
、
塚
越
地
区
企
業
団

地
が
51
％
、
立
山
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
用
地
も
問
い

合
わ
せ
は
あ
る
が
、
農
地

転
用
等
の
許
可
手
続
き
に

時
間
が
か
か
る
状
況
で
あ

る
。

　
引
き
続
き
町
の
企
業
立

地
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

し
、
誘
致
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　農

林

課

Q  

耕
作
放
棄
地
の
雑
草

管
理
に
羊
を
放
牧
し
て
い

る
が
、1
年
目
で
羊
肉
に

し
て
次
の
羊
を
購
入
す
る

よ
り
数
年
飼
育
し
、繁
殖

を
試
み
た
方
が
経
済
的
で

は
な
い
か
。

A  

事
業
の
目
的
は
、除
草

対
策
や
害
獣
対
策
で
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
は
、年
度

途
中
に
生
後
半
年
の
子
羊

を
購
入
し
た
が
飼
育
が
難

し
く
、効
果
も
確
認
で
き

て
い
な
い
。

　商
工
観
光
課

Q  

地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
た「
ま
ち
の

ど
真
ん
中
で
活
力
創
出
人

材
育
成
事
業
」や「
ま
ち
な

か
フ
ァ
ー
ム
運
営
事
業
」

に
つ
い
て
。

A  

桜
美
林
大
学
の
学
生

の
提
案
に
よ
る
特
産
品
の

販
売
や
地
場
産
の
ジ
ェ

ラ
ー
ト
・
ス
ム
ー
ジ
ー
の

Ｐ
Ｒ
企
画
、姉
妹
都
市
犬

山
市
の
特
別
企
画「
か
ら

く
り
人
形
実
演
」な
ど
を

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
で
行

う
。

　
施
設
で
は
、米
粉
パ
ン

を
製
造
・
販
売
す
る
ほ
か

地
場
産
の
果
物
を
使
っ
た

ジ
ュ
ー
ス
等
、立
山
ブ
ラ

ン
ド
商
品
な
ど
を
販
売
予

定
で
あ
る
。

議
員
　
立
山
町
で
も
扶
助

費
が
増
え
て
い
る
。

　
経
常
収
支
比
率
は
平
成

28
年
度
で
91
．6
％
と
な
っ

て
お
り
、公
債
費
も
数
年

は
高
止
ま
り
傾
向
で
あ
る
。

　
ま
た
、地
方
創
生
交
付

金
事
業
を
多
く
行
っ
て
き

た
が
、や
る
気
と
ア
イ

デ
ィ
ア
の
あ
る
自
治
体
が

よ
り
力
を
発
揮
し
、魅
力

あ
る
町
づ
く
り
と
な
る
。

　
町
の
舵
と
り
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

町
長
　
高
齢
化
に
よ
り
増

大
す
る
医
療
や
介
護
を
支

え
る
た
め
、義
務
的
経
費

議
員
　
立
山
小
学
校
区
に

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」は

な
い
が
、今
後
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
課
長
　「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
」の
設
置
は
、国

県
の
補
助
金
交
付
を
受
け

運
営
し
て
い
る
。

　
利
用
児
童
数
の
少
な
い

場
合
は
国
、県
の
基
準
に

よ
り
運
営
補
助
金
が
大
幅

に
減
額
さ
れ
、充
分
な
運

営
費
が
確
保
で
き
な
い
。

　
立
山
小
学
校
に
お
い
て

は
現
在
あ
る「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」を
充
実
し
時

間
延
長
に
つ
い
て
も
保
護

者
の
要
望
を
聞
い
た
上
で

ス
タ
ッ
フ
確
保
や
施
設
管

議
員
　
県
道
富
山
立
山
公

園
線
に
恒
久
柵
の
設
置
は

な
ら
な
い
の
か
。

＊
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

＊
防
火
水
槽
に
つ
い
て

＊
道
徳
教
育
に
つ
い
て

＊
優
良
農
地
確
保
に
つ
い

て
＊
横
江
以
南
の
道
路
拡
幅

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

の
負
担
が
で
き
る
よ
う
財

政
力
を
維
持
し
、将
来
の

住
民
に
何
が
必
要
か
、事

業
の
取
捨
選
択
を
決
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
人
口
に
見
合
っ
た
公
共

施
設
の
延
べ
面
積
に
な
る

よ
う
進
め
て
い
く
が
、地

域
に
あ
る
歴
史
や
文
化
を

活
か
し
な
が
ら
、施
設
の

集
約
化
・
複
合
化
に
よ
っ

て
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
以
上

に
共
助
・
地
域
の
力
に
よ

り「
人
が
住
み
続
け
た
い
。

移
住
し
た
い
。」と
思
え
る

町
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
中
で
も
米
粉
パ
ン
工
場

に
ス
ム
ー
ジ
ー
等
の
コ
ー

ナ
ー
を
併
設
し
た「
ま
ち

な
か
フ
ァ
ー
ム
」が
こ
の

４
月
に
完
成
す
る
。

　
社
会
的
弱
者
に
な
っ
て

も
、安
心
し
て
暮
ら
し
て

町
政
運
営

四
期
目
の
施
策
推
進
・
意
気
込
み
を

普
通
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
を

維
持
す
る
こ
と
が
重
要

教

　育

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
設
置
を

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
充
実

い
け
る
よ
う
に
努
め
る
こ

と
が
行
政
の
役
割
だ
と
考

え
る
。

理
を
併
せ
対
応
を
検
討
す

る
。

町
長
　
町
は
、立
山
、東
谷

上
段
地
区
を
中
心
に
電
気

柵
と
檻
を
併
用
し
た
有
害

鳥
獣
対
策
を
実
施
し
て
き

た
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
山
際

か
ら
の
出
没
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
た
、恒
久
侵

入
防
止
柵
を
し
て
い
る
。

　
農
林
水
産
省
の
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
交
付
金
を
活

用
す
る
事
業
で
あ
り
、集

落
等
が
事
業
主
体
に
な
る

こ
と
か
ら
、今
後
、要
望
が

あ
れ
ば
対
応
を
検
討
す
る
。

富山立山公園線

恒久柵の設置を

要望があれば対応を検討
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荻 生 義 明 議員

村 上 紀 義 議員

澤 井 峰 子 議員

＊
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
成
果

や
問
題
点
に
つ
い
て

＊
総
合
事
業
の
通
達
・
支

援
等
に
つ
い
て

＊
民
生
・
児
童
委
員
の
実

態
把
握
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
少
子
化
が
ま
す
ま

す
進
む
中
、高
校
再
編
問
題

は
ま
た
出
て
く
る
。

　
生
徒
が
楽
し
ん
で
自
慢

で
き
る
高
校
に
す
る
た
め
、

町
と
し
て
の
考
え
は
。

町
長
　
立
山
ま
つ
り
、布
橋

灌
頂
会
や
鍋
自
慢
大
会
な

ど
の
町
の
関
連
行
事
に
雄

議
員
　
防
犯
灯
設
置
の
優

先
順
な
ど
具
体
的
な
協
議

状
況
は
。

住
民
課
長
　
雄
山
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
協
議
し
て
年

間
６
基
程
度
を
新
規
に
設

置
し
て
い
る
。

議
員
　
集
落
内
で
の
設
置

費
用
補
助
の
検
討
結
果
は
。

住
民
課
長
　
新
年
度
か
ら

は
設
置
費
用
に
対
す
る
補

助
率
を
２
分
の
１
と
し
て

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

議
員
　
常
時
観
測
火
山
に

立
山
、弥
陀
ヶ
原
も
対
象

と
な
っ
て
お
り
、今
年
度

予
算
に
弥
陀
ヶ
原
火
山
防

災
計
画
策
定
委
託
を
挙
げ

て
い
る
が
、町
と
し
て
の

対
応
策
は
。

山
高
校
の
生
徒
に
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、あ
る
い

は
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ラ
ウ
ン
ジ
と
し
て
英
語
学

習
の
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。

　
昨
年
五
月
、地
域
全
体
で

雄
山
高
校
を
応
援
し
て
い

こ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と

「
雄
山
高
校
後
援
会
」が
発

足
し
て
い
る
。

防
犯
灯
設
置

議
員
　
立
山
町
行
財
政
改

革
の
提
言
を
受
け
、今
後

の
下
水
道
の
あ
り
方
に
つ

い
て
町
の
方
向
性
と
考
え

方
は
。

町
長
　
平
成
30
年
度
で
は

新
た
に
立
山
町
浄
化
槽
設

置
管
理
事
業
特
別
会
計
を

設
け
て
予
算
を
計
上
す
る

と
と
も
に
、立
山
町
浄
化

槽
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
議
案
上
程
し
た
。

　
今
後
、中
新
川
広
域
行

政
事
務
組
合
と
下
水
道
整

備
計
画
に
つ
い
て
さ
ら
に

協
議
を
重
ね
、未
整
備
集

落
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
に

取
り
組
み
、整
備
事
業
を

積
極
的
に
進
め
た
い
。

下
水
道
整
備

総
務
課
長
　
富
山
県
で
は

弥
陀
ヶ
原
火
山
防
災
協
議

会
で
協
議
を
重
ね
火
山
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
中

で
あ
り
、こ
れ
を
受
け
て
町

で
は
観
光
客
、登
山
者
等
の

避
難
計
画
の
作
成
を
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、弥
陀
ヶ
原
周
辺
の

山
小
屋
経
営
者
が
、噴
石
に

備
え
て
屋
根
な
ど
の
補
強

し
た
場
合
に
は
、関
係
者
と

協
議
し
て
避
難
施
設
と
し

て
の
指
定
を
検
討
し
て
い

る
。

議
員
　
早
期
発
見
、早
期

治
療
に
つ
な
が
る
検
診
は

大
切
だ
。

　
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人

で
、10
年
以
上
の
生
存
率

は
55
．5
％
と
年
々
改
善
傾

向
に
あ
る
。

　
低
迷
し
て
い
る
が
ん
検

診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
に
向

け
て
の
取
り
組
み
と
強
化

は
。

町
長
　
平
成
29
年
度
に
開

始
し
た「
新
規
受
診
者
の

増
加
」と「
継
続
受
信
者
」

を
ね
ら
い
と
し
た「
健
康

づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
」に

取
り
組
ん
で
き
た
。

議
員
　
平
成
30
年
か
ら
直

接
支
払
交
付
金
7
，5
0
0

円
の
廃
止
で
更
に
拍
車
が

か
か
る
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
条
件
不
利
地
ほ
ど
、田
畑

に
戻
す
こ
と
が
困
難
で
あ

り
農
地
の
荒
廃
は
大
き
な

問
題
で
あ
り
、支
援
策
は
。

農
林
課
長
　
中
山
間
地
域

で
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

　
遊
休
農
地
の
所
有
者
に

「
今
後
の
農
地
に
関
す
る
利

用
意
向
調
査
」を
実
施
し
た
。

　
耕
作
不
可
能
な
農
地
は

非
農
地
手
続
き
を
し
、再

生
可
能
放
棄
地
に
つい
て
は
、

荒
廃
農
地
等
利
用
促
進
交

付
金
を
活
用
し
、担
い
手
と

連
携
し
て
解
消
・
発
生
防
止

に
取
り
組
む
。

議
員
　
女
性
が
安
心
し
て

自
身
の
力
を
発
揮
で
き
る

こ
と
は
地
域
の
発
展
に
繋

が
る
。

　
女
性
の
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
へ
の
取
り
組
み
は
。

副
町
長
　
社
会
で
女
性
の

力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
大

変
重
要
で
あ
る
。

　
県
で
は
、結
婚
・
出
産
等

で
離
職
し
た
女
性
の
再
就

職
支
援
講
座
や
保
育
士
・
介

護
福
祉
士
の
養
成
講
座
、医

療
、O
A
事
務
な
ど
の
短
期

訓
練
コ
ー
ス
が
あ
る
。

　
町
で
は
、転
職
希
望
で
就

職
訓
練
校
で
の
過
程
を
終

了
し
た
35
歳
か
ら
65
歳
ま

議
員
　
奨
学
金
制
度
の
対

象
者
拡
充
と
就
学
支
援
制

度
の
入
学
前
支
給
が
始
ま

る
。

　
周
知
の
徹
底
を
。

教
育
課
長
　
奨
学
金
制
度

の
周
知
強
化
の
対
策
と
し

て
は
、雄
山
中
学
３
年
生
に

既
に
募
集
要
項
を
配
布
。

　
在
学
中
の
高
校
生
等
に

は
広
報
た
て
や
ま
４
月
号

に
掲
載
す
る
。

　
就
学
支
援
制
度
の
入
学

前
支
給
の
周
知
に
つ
い
て

は
、引
き
続
き
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、小
学
校
入

学
前
の
就
学
時
検
診
の
際

に
募
集
要
項
を
配
布
し
て

い
く
。

＊
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
＊
女
性
支
援
の
充
実
に
つ

い
て そ

の
他
の
質
問

＊
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
＊
子
ど
も
の
自
転
車
事
故

防
止
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

農　業

教　育

耕作放棄地の支援策は
交付金を活用し
担い手と共に取り組む

奨学金と就学支援
制度の周知を

対象者に募集要項配布
町HP・広報で強化

　
平
成
30
年
度
よ
り「
集

団
が
ん
検
診
ｗ
ｅ
ｂ
予
約

サ
ー
ビ
ス
」を
導
入
し
、利

便
性
の
向
上
に
よ
る
受
診

率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
。

が
ん
検
診

受
診
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て
の
強
化
は

町
H
P
で
「
w
e
b
予
約
サ
ー
ビ
ス
」

の
実
施
を

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
取
り
組
み
は

奨
励
金
交
付
継
続
と
情
報
発
信
努
め
る

で
の
方
に
奨
励
金
を
交
付

し
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
ま
た
、国
・
県
な
ど
の
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
情
報
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
広
く
情
報
発
信
し
、女
性

の
再
就
職
支
援
に
努
め
る
。

雄山高校

生徒が、楽しく・自慢できる高校に
地域サポーター・演奏で

町の行事に参加

防災対策

火山防災計画と避難計画等の作成は

観光客、登山者等の避難計画作成を

女
性
支
援
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地獄谷地獄谷周辺山小屋

予約はこちらから▼ またはQRコード▼

Web予約サービス

起業支援のパンフレット

雄山高校正門前

髪口清隆 議員

荻 生 義 明 議員

村 上 紀 義 議員

澤 井 峰 子 議員

＊
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
成
果

や
問
題
点
に
つ
い
て

＊
総
合
事
業
の
通
達
・
支

援
等
に
つ
い
て

＊
民
生
・
児
童
委
員
の
実

態
把
握
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
少
子
化
が
ま
す
ま

す
進
む
中
、高
校
再
編
問
題

は
ま
た
出
て
く
る
。

　
生
徒
が
楽
し
ん
で
自
慢

で
き
る
高
校
に
す
る
た
め
、

町
と
し
て
の
考
え
は
。

町
長
　
立
山
ま
つ
り
、布
橋

灌
頂
会
や
鍋
自
慢
大
会
な

ど
の
町
の
関
連
行
事
に
雄

議
員
　
防
犯
灯
設
置
の
優

先
順
な
ど
具
体
的
な
協
議

状
況
は
。

住
民
課
長
　
雄
山
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
協
議
し
て
年

間
６
基
程
度
を
新
規
に
設

置
し
て
い
る
。

議
員
　
集
落
内
で
の
設
置

費
用
補
助
の
検
討
結
果
は
。

住
民
課
長
　
新
年
度
か
ら

は
設
置
費
用
に
対
す
る
補

助
率
を
２
分
の
１
と
し
て

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

議
員
　
常
時
観
測
火
山
に

立
山
、弥
陀
ヶ
原
も
対
象

と
な
っ
て
お
り
、今
年
度

予
算
に
弥
陀
ヶ
原
火
山
防

災
計
画
策
定
委
託
を
挙
げ

て
い
る
が
、町
と
し
て
の

対
応
策
は
。

山
高
校
の
生
徒
に
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、あ
る
い

は
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ラ
ウ
ン
ジ
と
し
て
英
語
学

習
の
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。

　
昨
年
五
月
、地
域
全
体
で

雄
山
高
校
を
応
援
し
て
い

こ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と

「
雄
山
高
校
後
援
会
」が
発

足
し
て
い
る
。

防
犯
灯
設
置

議
員
　
立
山
町
行
財
政
改

革
の
提
言
を
受
け
、今
後

の
下
水
道
の
あ
り
方
に
つ

い
て
町
の
方
向
性
と
考
え

方
は
。

町
長
　
平
成
30
年
度
で
は

新
た
に
立
山
町
浄
化
槽
設

置
管
理
事
業
特
別
会
計
を

設
け
て
予
算
を
計
上
す
る

と
と
も
に
、立
山
町
浄
化

槽
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
議
案
上
程
し
た
。

　
今
後
、中
新
川
広
域
行

政
事
務
組
合
と
下
水
道
整

備
計
画
に
つ
い
て
さ
ら
に

協
議
を
重
ね
、未
整
備
集

落
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
に

取
り
組
み
、整
備
事
業
を

積
極
的
に
進
め
た
い
。

下
水
道
整
備

総
務
課
長
　
富
山
県
で
は

弥
陀
ヶ
原
火
山
防
災
協
議

会
で
協
議
を
重
ね
火
山
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
中

で
あ
り
、こ
れ
を
受
け
て
町

で
は
観
光
客
、登
山
者
等
の

避
難
計
画
の
作
成
を
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、弥
陀
ヶ
原
周
辺
の

山
小
屋
経
営
者
が
、噴
石
に

備
え
て
屋
根
な
ど
の
補
強

し
た
場
合
に
は
、関
係
者
と

協
議
し
て
避
難
施
設
と
し

て
の
指
定
を
検
討
し
て
い

る
。

議
員
　
早
期
発
見
、早
期

治
療
に
つ
な
が
る
検
診
は

大
切
だ
。

　
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人

で
、10
年
以
上
の
生
存
率

は
55
．5
％
と
年
々
改
善
傾

向
に
あ
る
。

　
低
迷
し
て
い
る
が
ん
検

診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
に
向

け
て
の
取
り
組
み
と
強
化

は
。

町
長
　
平
成
29
年
度
に
開

始
し
た「
新
規
受
診
者
の

増
加
」と「
継
続
受
信
者
」

を
ね
ら
い
と
し
た「
健
康

づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
」に

取
り
組
ん
で
き
た
。

議
員
　
平
成
30
年
か
ら
直

接
支
払
交
付
金
7
，5
0
0

円
の
廃
止
で
更
に
拍
車
が

か
か
る
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
条
件
不
利
地
ほ
ど
、田
畑

に
戻
す
こ
と
が
困
難
で
あ

り
農
地
の
荒
廃
は
大
き
な

問
題
で
あ
り
、支
援
策
は
。

農
林
課
長
　
中
山
間
地
域

で
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

　
遊
休
農
地
の
所
有
者
に

「
今
後
の
農
地
に
関
す
る
利

用
意
向
調
査
」を
実
施
し
た
。

　
耕
作
不
可
能
な
農
地
は

非
農
地
手
続
き
を
し
、再

生
可
能
放
棄
地
に
つい
て
は
、

荒
廃
農
地
等
利
用
促
進
交

付
金
を
活
用
し
、担
い
手
と

連
携
し
て
解
消
・
発
生
防
止

に
取
り
組
む
。

議
員
　
女
性
が
安
心
し
て

自
身
の
力
を
発
揮
で
き
る

こ
と
は
地
域
の
発
展
に
繋

が
る
。

　
女
性
の
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
へ
の
取
り
組
み
は
。

副
町
長
　
社
会
で
女
性
の

力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
大

変
重
要
で
あ
る
。

　
県
で
は
、結
婚
・
出
産
等

で
離
職
し
た
女
性
の
再
就

職
支
援
講
座
や
保
育
士
・
介

護
福
祉
士
の
養
成
講
座
、医

療
、O
A
事
務
な
ど
の
短
期

訓
練
コ
ー
ス
が
あ
る
。

　
町
で
は
、転
職
希
望
で
就

職
訓
練
校
で
の
過
程
を
終

了
し
た
35
歳
か
ら
65
歳
ま

議
員
　
奨
学
金
制
度
の
対

象
者
拡
充
と
就
学
支
援
制

度
の
入
学
前
支
給
が
始
ま

る
。

　
周
知
の
徹
底
を
。

教
育
課
長
　
奨
学
金
制
度

の
周
知
強
化
の
対
策
と
し

て
は
、雄
山
中
学
３
年
生
に

既
に
募
集
要
項
を
配
布
。

　
在
学
中
の
高
校
生
等
に

は
広
報
た
て
や
ま
４
月
号

に
掲
載
す
る
。

　
就
学
支
援
制
度
の
入
学

前
支
給
の
周
知
に
つ
い
て

は
、引
き
続
き
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、小
学
校
入

学
前
の
就
学
時
検
診
の
際

に
募
集
要
項
を
配
布
し
て

い
く
。

＊
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
＊
女
性
支
援
の
充
実
に
つ

い
て そ

の
他
の
質
問

＊
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
＊
子
ど
も
の
自
転
車
事
故

防
止
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

農　業

教　育

耕作放棄地の支援策は
交付金を活用し
担い手と共に取り組む

奨学金と就学支援
制度の周知を

対象者に募集要項配布
町HP・広報で強化

　
平
成
30
年
度
よ
り「
集

団
が
ん
検
診
ｗ
ｅ
ｂ
予
約

サ
ー
ビ
ス
」を
導
入
し
、利

便
性
の
向
上
に
よ
る
受
診

率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
。

が
ん
検
診

受
診
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て
の
強
化
は

町
H
P
で
「
w
e
b
予
約
サ
ー
ビ
ス
」

の
実
施
を

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
取
り
組
み
は

奨
励
金
交
付
継
続
と
情
報
発
信
努
め
る

で
の
方
に
奨
励
金
を
交
付

し
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
ま
た
、国
・
県
な
ど
の
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
情
報
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
広
く
情
報
発
信
し
、女
性

の
再
就
職
支
援
に
努
め
る
。

雄山高校

生徒が、楽しく・自慢できる高校に
地域サポーター・演奏で

町の行事に参加

防災対策

火山防災計画と避難計画等の作成は

観光客、登山者等の避難計画作成を

女
性
支
援
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人を信ぜよ

日中上野小学校

東京ナショナルトレーニングセンター

国民健康保健パンフレット

富山広域連携中枢都市圏 農業体験の様子

岡田健治 議員

石 田 孝 夫 議員

後 藤 智 文 議員

内 山 昭 議員

＊
安
政
大
地
震
か
ら
１
６

０
年
目
、
災
害
対
策
と

進
捗
に
つ
い
て

＊
大
雪
対
策
と
各
種
観
測

場
所
の
適
正
化
に
つ
い

て
＊
町
の
ど
真
ん
中
政
策
に

よ
る
活
性
化
の
現
状
に

つ
い
て

＊
公
民
館
職
員
の
待
遇
改

善
と
公
民
館
指
導
員
の

配
置
に
つ
い
て

＊
利
田
小
学
校
の
屋
上
放

送
設
備
の
整
備
と
防
災

利
用
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
は

「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

活
性
化
」と「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
選
手
強

化
」の
２
本
を
主
軸
に
、ス

ポ
ー
ツ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

拡
大
を
展
開
し
て
い
る
。

　
平
昌
の
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
た
ち
が

芦
峅
寺
の「
富
山
Ｋ
Ｉ
Ｎ

議
員
　
少
子
化
に
伴
う
人

口
減
少
は
、歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、立
山
町
に
と
っ

て
も
子
育
て
支
援
は
最
重

要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

　
現
在
の
出
生
数
の
把
握

で
、入
学
児
童
数
を
予
測

で
き
る
が
、今
後
、小
学
校

統
合
に
つ
い
て
新
た
な
答

申
が
出
さ
れ
る
の
か
。

＊
子
供
食
堂
の
今
後
に
つ

い
て

＊
農
家
民
泊
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

Ｇ
Ｓ
」の
施
設
で
練
習
し

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
ん
だ

と
聞
い
て
い
る
。

　
立
山
町
に
は
こ
の
北
陸

最
大
の
施
設
も
あ
る
こ
と

か
ら
、冬
季
競
技
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル・ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
と

思
う
が
。

町
長
　
富
山
県
は
本
州
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、町

に
は
北
陸
最
大
規
模
の
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ジ
ャ
ン
プ

場
の
練
習
施
設
が
あ
る
。

　
集
約
型
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
は
全

国
・
世
界
か
ら
集
ま
る

ト
ッ
プ
選
手
の
受
け
入
れ

の
宿
泊
施
設
等
の
整
備
を

含
め
、大
規
模
な
受
け
入

れ
環
境
整
備
が
必
要
に
な

る
。

　
ま
た
ト
ッ
プ
選
手
の
要

望
に
応
え
る
た
め
の
世
界

水
準
の
ソ
フ
ト
対
策
も
必

要
と
な
る
。

　
冬
季
競
技
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
は

国
の
対
応
状
況
等
の
情
報

収
集
に
努
め
る
と
共
に

誘
致
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、選
考
委
員
が
変

わ
る
た
び
に
答
申
内
容
が

変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
町
と
し
て
、途
中
で
変

わ
ら
な
い
一
貫
し
た
方
向

性
、最
終
的
に
何
校
ま
で

統
合
し
、ど
こ
の
学
校
が

存
続
す
る
の
か
、は
っ
き

り
示
さ
れ
た
い
。

教
育
長
　
平
成
30
年
度
に

再
度
、小
学
校
適
正
配
置
検

討
会
を
開
催
し
、平
成
35
年

度
ま
で
の
子
供
の
実
数
を

把
握
し
た
う
え
で
、学
校
統

合
の
枠
組
み
を
決
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
度
の
答
申
か

ら
少
子
化
が
予
想
以
上
に

進
行
し
た
と
い
う
実
態
は

あ
る
が
、教
育
委
員
会
の
方

針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、「
最
終
的
に
何
校

ま
で
統
合
し
、ど
こ
の
学
校

が
存
続
す
る
の
か
」に
つ
い

て
は
、検
討
会
の
中
で
議
論

を
深
め
、協
議
し
て
い
く
。

議
員
　
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
に
お
い
て

「
保
険
給
付
費
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

税
率
を
引
き
下
げ
、被
保

険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

予
定
」と
な
っ
て
い
る
。

　
負
担
軽
減
は
歓
迎
す
る

が
、一
世
帯
あ
た
り
年
間

ど
の
程
度
下
げ
ら
れ
る
の

か
。

議
員
　
過
去
４
年
間
の
成

果
と
課
題
は
。

　
非
農
家
で
も
民
泊
を
受

け
入
れ
て
い
る
た
め
、「
立

山
町
民
泊
体
験
」と
名
称

を
変
え
て
は
ど
う
か
。

農
林
課
長
　
家
庭
菜
園
の

収
穫
体
験
や
イ
チ
ゴ
狩
り

陶
芸
体
験
な
ど
、生
徒
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
工
夫
を

各
家
庭
で
考
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
、今
ま
で
大
き
な

問
題
も
な
く
実
施
し
て
い

る
。

　
ま
た
、地
元
産
の
食
材

を
使
用
し
た
食
事
を
提
供

し
て
い
る
ご
家
庭
も
あ
り

家
庭
と
学
校
側
の
双
方
に

と
っ
て
す
ば
ら
し
い
出
会
い

議
員
　
立
山
町
公
共
施

設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
大
き
く
寄
与
で
き
る
の

で
は
。

町
長
　
人
口
減
少
が
進
む

な
か
、一つ
の
自
治
体
が
フ
ル

セ
ッ
ト
で
施
設
を
整
備
す

る
時
代
で
は
な
い
。

　「
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
」を
着
実
に
実

行
す
る
た
め
に
も
、広
域

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
な

ど
身
の
丈
に
あ
っ
た
範
囲

で
し
っ
か
り
と
協
力
し
、良

い
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。

　
予
算
案
に
よ
る
と
国
民

健
康
保
険
税
の
収
入
は
８
，

０
０
０
万
円
の
減
額
に
な

り
、歳
入
歳
出
合
計
比
較

で
５
億
８
，９
７
０
万
円

の
減
額
に
な
っ
て
い
る
。

　
何
が
ど
う
変
わ
り
、一

世
帯
あ
た
り
の
減
額
は
ど

の
程
度
か
。

住
民
課
長
　
平
成
30
年
度

の
国
民
健
康
保
険
税
は

平
成
29
年
分
所
得
が
前
年

分
を
上
回
る
方
や
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
な
ど

全
て
の
加
入
者
の
税
額
が

下
が
る
も
の
で
は
な
い
。

　
所
得
割
が
１
％
の
減
で

10.

9
％
、国
保
加
入
者
の

人
数
に
応
じ
で
負
担
と
な

る
均
等
割
り
が
２
，６
０

０
円
の
減
で
４
２
，０
０

０
円
、国
保
加
入
者
全
世

帯
が
負
担
と
な
る
平
等
割

トレセン誘致
オリンピックトレーニング

センターの誘致を
情報収集に努め

誘致の可能性を探る

教　育

最終的に何校まで統合するのか

小学校適正配置　　　　　　　
　　　　　検討審議会で協議

国保税

一世帯あたりの減額は

年間約 13,000 円減（8.2％）

富
山
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
は

身
の
丈
に
合
っ
た
範
囲
で
良
い
仕
事
を

富
山
広
域

五
年
目
を
迎
え
る
農
家
民
泊
は

す
ば
ら
し
い
出
会
い
と
交
流
を
創
出

農
家
民
泊

が
４
，０
０
０
円
の
減
で

３
６
，０
０
０
円
に
改
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、平
成
28

年
分
所
得
で
の
試
算
に
よ

る
と
、一
世
帯
当
た
り
年

間
約
１
３
，０
０
０
円
、率

に
し
て
8.

2
％
の
減
額

が
見
込
ま
れ
る
。

＊
前
沢
中
央
公
園
の
駐
車

場
整
備
を

＊
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
つ
い
て

＊
鳥
獣
被
害
対
策
強
化
に

つ
い
て

＊
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
拡
大

を
＊
中
学
校
の
部
活
動
指
導

員
配
置
に
つ
い
て

＊
小
学
校
適
正
配
置
検
討

審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は

＊
「
ぎ
ゅ
っ
と
。
立
山
フ

ル
ー
ツ
F
i
v
e-

S
t
a
r 

S
t
u
d
i
o
整
備
事
業
」

に
つ
い
て

＊
除
雪
体
制
見
直
し
等
の

雪
対
策
に
つ
い
て
　
他

そ
の
他
の
質
問

＊
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
「
2
0
2
5

年
」
に
も
、
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
は
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
ら
れ
る
の
か

そ
の
他
の
質
問

と
交
流
を
創
出
し
て
い
る
。

　
名
称
に
つ
い
て
は
、農
家

民
泊
体
験
推
進
協
議
会
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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人を信ぜよ

日中上野小学校

東京ナショナルトレーニングセンター

国民健康保健パンフレット

富山広域連携中枢都市圏 農業体験の様子

岡田健治 議員

石 田 孝 夫 議員

後 藤 智 文 議員

内 山 昭 議員

＊
安
政
大
地
震
か
ら
１
６

０
年
目
、
災
害
対
策
と

進
捗
に
つ
い
て

＊
大
雪
対
策
と
各
種
観
測

場
所
の
適
正
化
に
つ
い

て
＊
町
の
ど
真
ん
中
政
策
に

よ
る
活
性
化
の
現
状
に

つ
い
て

＊
公
民
館
職
員
の
待
遇
改

善
と
公
民
館
指
導
員
の

配
置
に
つ
い
て

＊
利
田
小
学
校
の
屋
上
放

送
設
備
の
整
備
と
防
災

利
用
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
は

「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

活
性
化
」と「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
選
手
強

化
」の
２
本
を
主
軸
に
、ス

ポ
ー
ツ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

拡
大
を
展
開
し
て
い
る
。

　
平
昌
の
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
た
ち
が

芦
峅
寺
の「
富
山
Ｋ
Ｉ
Ｎ

議
員
　
少
子
化
に
伴
う
人

口
減
少
は
、歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、立
山
町
に
と
っ

て
も
子
育
て
支
援
は
最
重

要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

　
現
在
の
出
生
数
の
把
握

で
、入
学
児
童
数
を
予
測

で
き
る
が
、今
後
、小
学
校

統
合
に
つ
い
て
新
た
な
答

申
が
出
さ
れ
る
の
か
。

＊
子
供
食
堂
の
今
後
に
つ

い
て

＊
農
家
民
泊
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

Ｇ
Ｓ
」の
施
設
で
練
習
し

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
ん
だ

と
聞
い
て
い
る
。

　
立
山
町
に
は
こ
の
北
陸

最
大
の
施
設
も
あ
る
こ
と

か
ら
、冬
季
競
技
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル・ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
と

思
う
が
。

町
長
　
富
山
県
は
本
州
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、町

に
は
北
陸
最
大
規
模
の
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ジ
ャ
ン
プ

場
の
練
習
施
設
が
あ
る
。

　
集
約
型
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
は
全

国
・
世
界
か
ら
集
ま
る

ト
ッ
プ
選
手
の
受
け
入
れ

の
宿
泊
施
設
等
の
整
備
を

含
め
、大
規
模
な
受
け
入

れ
環
境
整
備
が
必
要
に
な

る
。

　
ま
た
ト
ッ
プ
選
手
の
要

望
に
応
え
る
た
め
の
世
界

水
準
の
ソ
フ
ト
対
策
も
必

要
と
な
る
。

　
冬
季
競
技
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
は

国
の
対
応
状
況
等
の
情
報

収
集
に
努
め
る
と
共
に

誘
致
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、選
考
委
員
が
変

わ
る
た
び
に
答
申
内
容
が

変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
町
と
し
て
、途
中
で
変

わ
ら
な
い
一
貫
し
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方
向

性
、最
終
的
に
何
校
ま
で

統
合
し
、ど
こ
の
学
校
が

存
続
す
る
の
か
、は
っ
き

り
示
さ
れ
た
い
。

教
育
長
　
平
成
30
年
度
に

再
度
、小
学
校
適
正
配
置
検

討
会
を
開
催
し
、平
成
35
年

度
ま
で
の
子
供
の
実
数
を

把
握
し
た
う
え
で
、学
校
統

合
の
枠
組
み
を
決
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
度
の
答
申
か

ら
少
子
化
が
予
想
以
上
に

進
行
し
た
と
い
う
実
態
は

あ
る
が
、教
育
委
員
会
の
方

針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、「
最
終
的
に
何
校

ま
で
統
合
し
、ど
こ
の
学
校

が
存
続
す
る
の
か
」に
つ
い

て
は
、検
討
会
の
中
で
議
論

を
深
め
、協
議
し
て
い
く
。

議
員
　
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
に
お
い
て

「
保
険
給
付
費
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

税
率
を
引
き
下
げ
、被
保

険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

予
定
」と
な
っ
て
い
る
。

　
負
担
軽
減
は
歓
迎
す
る

が
、一
世
帯
あ
た
り
年
間

ど
の
程
度
下
げ
ら
れ
る
の

か
。

議
員
　
過
去
４
年
間
の
成

果
と
課
題
は
。

　
非
農
家
で
も
民
泊
を
受

け
入
れ
て
い
る
た
め
、「
立

山
町
民
泊
体
験
」と
名
称

を
変
え
て
は
ど
う
か
。

農
林
課
長
　
家
庭
菜
園
の

収
穫
体
験
や
イ
チ
ゴ
狩
り

陶
芸
体
験
な
ど
、生
徒
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
工
夫
を

各
家
庭
で
考
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
、今
ま
で
大
き
な

問
題
も
な
く
実
施
し
て
い

る
。

　
ま
た
、地
元
産
の
食
材

を
使
用
し
た
食
事
を
提
供

し
て
い
る
ご
家
庭
も
あ
り

家
庭
と
学
校
側
の
双
方
に

と
っ
て
す
ば
ら
し
い
出
会
い

議
員
　
立
山
町
公
共
施

設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
大
き
く
寄
与
で
き
る
の

で
は
。

町
長
　
人
口
減
少
が
進
む

な
か
、一つ
の
自
治
体
が
フ
ル

セ
ッ
ト
で
施
設
を
整
備
す

る
時
代
で
は
な
い
。

　「
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
」を
着
実
に
実

行
す
る
た
め
に
も
、広
域

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
な

ど
身
の
丈
に
あ
っ
た
範
囲

で
し
っ
か
り
と
協
力
し
、良

い
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。

　
予
算
案
に
よ
る
と
国
民

健
康
保
険
税
の
収
入
は
８
，

０
０
０
万
円
の
減
額
に
な

り
、歳
入
歳
出
合
計
比
較

で
５
億
８
，９
７
０
万
円

の
減
額
に
な
っ
て
い
る
。

　
何
が
ど
う
変
わ
り
、一

世
帯
あ
た
り
の
減
額
は
ど

の
程
度
か
。

住
民
課
長
　
平
成
30
年
度

の
国
民
健
康
保
険
税
は

平
成
29
年
分
所
得
が
前
年

分
を
上
回
る
方
や
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
な
ど

全
て
の
加
入
者
の
税
額
が

下
が
る
も
の
で
は
な
い
。

　
所
得
割
が
１
％
の
減
で

10.

9
％
、国
保
加
入
者
の

人
数
に
応
じ
で
負
担
と
な

る
均
等
割
り
が
２
，６
０

０
円
の
減
で
４
２
，０
０

０
円
、国
保
加
入
者
全
世

帯
が
負
担
と
な
る
平
等
割

トレセン誘致
オリンピックトレーニング

センターの誘致を
情報収集に努め

誘致の可能性を探る

教　育

最終的に何校まで統合するのか

小学校適正配置　　　　　　　
　　　　　検討審議会で協議

国保税

一世帯あたりの減額は

年間約 13,000 円減（8.2％）

富
山
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
は

身
の
丈
に
合
っ
た
範
囲
で
良
い
仕
事
を

富
山
広
域

五
年
目
を
迎
え
る
農
家
民
泊
は

す
ば
ら
し
い
出
会
い
と
交
流
を
創
出

農
家
民
泊

が
４
，０
０
０
円
の
減
で

３
６
，０
０
０
円
に
改
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、平
成
28

年
分
所
得
で
の
試
算
に
よ

る
と
、一
世
帯
当
た
り
年

間
約
１
３
，０
０
０
円
、率

に
し
て
8.

2
％
の
減
額

が
見
込
ま
れ
る
。

＊
前
沢
中
央
公
園
の
駐
車

場
整
備
を

＊
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
つ
い
て

＊
鳥
獣
被
害
対
策
強
化
に

つ
い
て

＊
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
拡
大

を
＊
中
学
校
の
部
活
動
指
導

員
配
置
に
つ
い
て

＊
小
学
校
適
正
配
置
検
討

審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は

＊
「
ぎ
ゅ
っ
と
。
立
山
フ

ル
ー
ツ
F
i
v
e-

S
t
a
r 

S
t
u
d
i
o
整
備
事
業
」

に
つ
い
て

＊
除
雪
体
制
見
直
し
等
の

雪
対
策
に
つ
い
て
　
他

そ
の
他
の
質
問

＊
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
「
2
0
2
5

年
」
に
も
、
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
は
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
ら
れ
る
の
か

そ
の
他
の
質
問

と
交
流
を
創
出
し
て
い
る
。

　
名
称
に
つ
い
て
は
、農
家

民
泊
体
験
推
進
協
議
会
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

たてやま議会だより No.66たてやま議会だより No.66 1011

一
般
質
問

一
般
質
問

一 般 質 問 一 般 質 問



らいじぃ & らいらい
LINE スタンプ販売中

議会や議会だよりについて、みなさんのご意見・ご感想は

　立山町議会内　議会だより係
　TEL 462-9984　FAX 464-1118　まで

図書館及び町HPの［議会会議録］もご覧ください

あ と が き

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

澤
井

　峰
子 

副
委
員
長 

平
井

　久
秋

委

　
　員 

髪
口

　清
隆

　

 

〃 

荻
生

　義
明

　

 

〃 

石
田

　孝
夫

　

 

〃 

村
上

　紀
義

　

 

〃 

岡
田

　健
治

浄化槽設置管理事業の実施

請願・陳情書結果
〈
不
採
択
理
由
〉

　生
活
へ
の
負
担
増
と
な
り

消
費
が
冷
え
込
む
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
が
、増
え
続
け
る
社

会
保
障
費
に
あ
て
る
こ
と
や

こ
ど
も
達
に
過
度
な
借
金
を

残
さ
な
い
た
め
。

「
消
費
税
10
％
中
止
を
求
め
る

意
見
書
採
択
の
請
願
書
」新体制でスタート

　桜
花
爛
漫
の
季
節
か
ら
鯉
の
ぼ
り
が
爽
や
か
に

ひ
る
が
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、新
し
い
体

制
と
な
り
初
め
て
の
編
集
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　「
議
会
だ
よ
り
」が
発
行
さ
れ
て
19
年
目
を
迎

え
る
こ
の
時
、先
輩
方
の
築
か
れ
た
熱
い
思
い
を

心
に
刻
み
な
が
ら
、さ
ら
に
町
民
の
皆
様
の
身
近

な
議
会
と
な
る
よ
う「
わ
か
り
や
す
い・読
み
や
す

い
」議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、委
員
一
同
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　ご
意
見
・ご
感
想
を
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
澤
井
記
）

請
願
陳
情
者

消
費
税
を
な
く
す
富
山
県
の
会

代
表
世
話
人

　水
谷
敏
彦

①整備対象区域
池田、六郎谷、目桑、谷、伊勢屋、長倉、小又、松倉、座主坊、
吉峰野開、横江、天林集落
②工事区分
●町で施工
　・浄化槽本体
　・浄化槽本体から1m以内の配管
　・ブロワ本体及び空気配管
●個人で施工
　・宅内と浄化槽の接続管
　・浄化槽から水路までの放流管
※支障物件の撤去・移転・復旧費用は個人負担。
③維持管理
設置後の維持管理は、工事区分と同様。
当事業で設置していない浄化槽は、個人で維持管理していただくが、当事業で設置する浄化槽と同等の場合、町が維持管理する。
なお、設置から15年経過後は、浄化槽を個人へ譲渡し、個人で維持管理していただく。
※５月中に整備対象区域で住民説明会を開催予定。事業の詳細は説明会で改めてお伝えする。

詳しくは…役場水道課水道管理係　TEL:462-9959

　平成30年度より、町が合併処理浄化槽を設置し、維持管理を行う『浄化槽設置管理事業』を実施。
　なお、設置及び維持管理を行うのは、申請があった住宅のみ。

～分担金23万円、基本料金1,512円（10㎥以下）、超過料金172.8円／㎥～～分担金23万円、基本料金1,512円（10㎥以下）、超過料金172.8円／㎥～
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